
JP 2010-537991 A5 2011.9.15

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年9月15日(2011.9.15)

【公表番号】特表2010-537991(P2010-537991A)
【公表日】平成22年12月9日(2010.12.9)
【年通号数】公開・登録公報2010-049
【出願番号】特願2010-523007(P2010-523007)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  57/075    (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  67/62     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ  69/54     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  51/50    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  57/075   　　　　
   Ｃ０７Ｃ  67/62    　　　　
   Ｃ０７Ｃ  69/54    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月29日(2011.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸素の存在下でのモノエチレン系不飽和カルボン酸、そのエステル又は中和塩若しくは
部分中和塩の水溶液のビニル重合を抑制する方法であって、該水溶液と、（ｉ）少なくと
も５０ｐｐｍのＮ－オキシル化合物及び（ii）マンガンイオンを含む抑制剤とを混合する
工程を含み、該Ｎ－オキシル化合物及びマンガンイオンは、該モノエチレン系不飽和カル
ボン酸、その無水物、エステル又は塩を基にして５０：１から１００：１未満のＮ－オキ
シル化合物対マンガンイオン重量比で存在する、前記方法。
【請求項２】
　前記モノエチレン系不飽和カルボン酸、そのエステル又は中和塩若しくは部分中和塩が
（メタ）アクリル酸又は（メタ）アクリル酸エステルである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｎ－オキシル化合物が４－ヒドロキシＴＥＭＰＯである、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記マンガンイオンが＋２の原子価を有する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　酸素の存在下でモノエチレン系不飽和カルボン酸、そのエステル又は中和塩若しくは部
分中和塩の水溶液を重合に対して安定化させるための抑制剤であって、Ｎ－オキシル化合
物及びマンガンイオンを５０：１～１００：１未満の重量比で含む抑制剤。
【請求項６】
　前記モノエチレン系不飽和カルボン酸、そのエステル又は中和塩若しくは部分中和塩が
（メタ）アクリル酸又は（メタ）アクリル酸エステルである、請求項５に記載の抑制剤。
【請求項７】
　前記Ｎ－オキシル化合物が４－ヒドロキシＴＥＭＰＯである、請求項６に記載の抑制剤



(2) JP 2010-537991 A5 2011.9.15

。
【請求項８】
　前記マンガンイオンが＋２の原子価を有する、請求項７に記載の抑制剤。
【請求項９】
　酸素の存在下で重合に対して安定化されたモノエチレン系不飽和カルボン酸、そのエス
テル又は中和塩若しくは部分中和塩の水溶液であって、該水溶液は、（ａ）モノエチレン
系不飽和カルボン酸、そのエステル又は中和塩若しくは部分中和塩と、（ｂ）水と、（ｃ
）（ｉ）少なくとも５０ｐｐｍのＮ－オキシル化合物及び（ii）マンガンイオンを含む抑
制剤とを含み、ここで、該Ｎ－オキシル化合物及びマンガンイオンは、該モノエチレン系
不飽和カルボン酸、その無水物、エステル又は塩を基にして５０：１から１００：１未満
のＮ－オキシル化合物対マンガンイオン重量比で存在する、前記水溶液。
【請求項１０】
　前記Ｎ－オキシル化合物が４－ヒドロキシＴＥＭＰＯである、請求項９に記載の水溶液
。
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